
チケット好評発売中！

開演 15:00（開場 14:00）

2018年

2月25日㈰
北九州市立響ホール
北九州市八幡東区平野 1-1-1 国際村交流センター内
TEL：093-662-4010

入場料／一般 3,000円　　               2,000円 ※未就学児入場不可

全席指定

※曲目・曲順が変更になる場合があります。
 あらかじめご了承ください。

リスト：パガニーニによる超絶技巧練習曲集 第3番 嬰ト短調「ラ・カンパネラ」
スカルラッティ：練習曲集 ト長調 K.427
バルトーク：ピアノ･ソナタ　他

Program プログラム

金子三勇士
ピアノ・リサイタル

Miyuji KANEKO Piano Recital

きいてなっとく♪アナリーゼワークショップ

バルトークを消化しよう！
～音楽史を大きく動かした

偉大なる作曲家バルトークとその仲間たち～

日　時：2月 24日（土）15：00 ～ 15：45（開場 14：30）
入場料：無料（要事前申込）　会　場：響ホールステージ上
出　演：金子三勇士（ピアノ）
お申込み：093-663-6661※未就学児入場不可

コンサートの前日に、そのテーマと聴きどころを
演奏家自身が分かりやすく説明します。

25歳以下 
（入場時要証明）

ＣAyako Yamamoto

インターネット上からチケットのご予約・購入ができます！（※要利用登録）　音楽事業課HP［PCサイト］　http://www.kicpac-music.jp/ 

※前売りでチケットが完売した場合、当日券は販売いたしません。
※お客様のご希望で購入決定されたチケットは、理由の如何を問わず、
　取替・変更・キャンセルはお受けいたしておりません。
　また、公演中止の場合を除き、払い戻しはできませんのでご了承ください。

❖ 電話予約 093-663-6661（9:00～18:00［土日祝・12/29～1/3除く］）
❖ 響ホール（9:00～18:00［12/29～1/3除く］）
❖ 北九州芸術劇場5Fプレイガイド（10:00～19:00［12/29～1/3除く］）
❖ チケットぴあ（Pコード：331-804）
❖ ローソンチケット（Lコード：82501）

オンラインチケットサービス

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

主催／公益財団法人北九州市芸術文化振興財団　　　共催／北九州市、北九州市教育委員会　　　後援／　　　　　　　　　　 、北九州音楽協会

問い合わせ／響ホール音楽事業課　☎093-663-6661（9:00 ～18:00 土日祝・12/29 ～1/3 除く） 〒 805-0062
北九州市八幡東区平野 1-1-1 国際村交流センター内

2017 年 12月
vol.267

北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる
http://www.kitakyushu-culcul.jp

11月7日（火）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



15 2017.Decemberかるかるかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※11月10日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

12 月

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

夢ガラス　ステンドグラス生徒作品展
造形 6㈬～12㈫ 無　料 ステンドグラス工房「夢ガラス」

093（651）8548

第30回 海峡の風展
絵画 13㈬～19㈫ 無　料 海峡の風

090（8416）4603

二元会九州支部小品展
絵画 20㈬～26㈫ 無　料 二元会 九州支部

090（1926）9205

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）2520
10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　「西小倉駅」徒歩3分　 年末年始（12/29～1/3）

北九州芸術劇場
市民ギャラリー 

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　 093（562）2655　 公演によって異なります
「西小倉駅」徒歩3分　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　 年末年始（12/29～1/3）北九州芸術劇場 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

レクイエム in 北九州2017 3㈰ 15:00
一般 ￥2500

大学生以下 ￥1000
※対象：小学生以上　※当日各￥500増

北九州モーツァルトの会
090（1089）6954【田端】

「ロッキー・ホラー・ショー」
古田新太主演、生演奏と共に繰り広げる狂乱のロックミュージカル！

9㈯
13:00 S席 ￥9500　A席 ￥7000

ユース（24歳以下） ￥5000
高校生〔的〕チケット ￥1500
※対象：小学生以上

北九州芸術劇場
093（562）265518:00

10㈰ 13:00

DRUM TAO 「ドラムロック 疾風 総出演」
12㈫ 19:00 SS席 ￥7700　S席 ￥6700

A席 ￥5700
※対象：小学生以上

（株）タオ・エンターテイメント
092（721）201513㈬ 13:00

第15回 北九州市立高等学校ダンス部公演 16㈯ 17:00 ￥500
※当日￥100増

北九州市立高等学校
093（881）5440【緒方】

第42回 北九州市民クリスマス 17㈰ 15:00 無　料
北九州市民クリスマス実行委員会

（日本イエスキリスト教団小倉教会）
093（451）4029

平成29年度 福岡教育大学附属小倉中学校　合唱祭 20㈬ 13:00 無　料 福岡教育大学附属小倉中学校
093（541）8621

パルコ・プロデュース「すべての四月のために」
森田剛主演、鄭義信の書き下ろしによる新作舞台。

22㈮ 18:00

￥9500

※対象：小学生以上

ピクニック チケットセンター
050（3539）833023㈯㈷

13:00
18:00

24㈰ 13:00

中
劇
場

イキウメ「散歩する侵略者」
映画化・書籍化など今注目の話題作。SF演劇の決定版をお見逃しなく！ 3㈰ 14:00

一般 ￥4800
高校生〔的〕チケット ￥1500
※対象：小学生以上　※当日￥200増

北九州芸術劇場
093（562）2655

北九州子ども劇場12月高学年部例会　「マチノヒ」（蒼い企画） 9㈯ 18:30
会　費

※対象：小学生以上
※子ども劇場会員でない方はお問い合わせください

北九州子ども劇場
093（884）3834

前進座特別公演「たいこどんどん」 13㈬ 18:30
S席 ￥6000　A席 ￥5000

小～高校生 ￥2000
※対象：小学生以上

北九州子ども劇場
093（884）3834

ナイロン100℃ 44th SESSION「ちょっと、まってください」
ケラリーノ・サンドロヴィッチ率いる劇団、3年ぶりの新作書き下ろし公演！

16㈯
13:00 一般 ￥6000

ユース（24歳以下） ￥4000
高校生〔的〕チケット ￥1500
※対象：小学生以上

北九州芸術劇場
093（562）265518:00

17㈰ 13:00

チャンチャン劇団　第25回定期公演 23㈯㈷
～24㈰ 14:00 ¥1000 チャンチャン劇団

090（2718）0445【神田】

J:COM北九州×NHK北九州プレゼンツ
クリスマスクラシックコンサート 25㈪ 19:00

18：00開場
無　料

※要事前申込、入場整理券必要
※未就学児は静かに観覧できる方のみ

J:COMカスタマーセンター
0120（999）000

小
劇
場

穂の国とよはし芸術劇場PLATプロデュース
「荒れ野」
桑原裕子が描く、２人の力強い女性の生き様を描いた物語。出演：平田満 他。

9㈯ 18:00 一般 ￥3800
ユース（24歳以下） ￥2000

高校生以下 ￥1000
「彼の地Ⅱ」とのセット券 ￥5800
※対象：小学生以上

北九州芸術劇場
093（562）2655

10㈰ 13:00

CCAサウンドワークショップLIVE
オーレン・アンバーチ、ジム・オルーク ほかを迎えた実験音楽ライブ 13㈬ 19:00

18：45開場
¥2000

※要事前申込
現代美術センター CCA北九州

093（695）3691

南河内万歳一座「びっくり仰天街」
逃げ出すつもりが近付いたり、堂々巡りの現代と私たちを遊んだ作品。

16㈯ 18:00 一般 ￥3000
学生・シニア ￥2800

青春18歳差切符 ￥5500
高校生〔的〕チケット ￥1000
※対象：小学生以上　※当日￥500増

北九州芸術劇場
093（562）2655

17㈰ 14:00

MUSICAL はじまり荘
〜ここでなにかが〜 23㈯㈷ 13:00 ¥3000

※対象：小学生以上
九州アクターズクラブ

090（1873）6808【石丸】17:00
■北九州芸術劇場改修工事のお知らせ　北九州芸術劇場は平成29年度に小劇場・大ホールの改修工事を計画しております。
　（予定工事期間：〈小劇場〉平成30年1月4日から2月4日〈大ホール〉平成30年1月22日から2月21日）〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEL 093（562）8436〉
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※11月10日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

12 月

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
第18回 九州国際大学付属中学校 音楽祭
天空の城ラピュタより「君をのせて」、「コンドルは飛んでいく」　ほか 1㈮ 13:00 無　料

※一部指定
九州国際大学付属中学校
093（671）9001【安部】

0才からの親子で楽しむ クリスマスコンサート
新居由佳梨［ピアノ］、浜まゆみ［マリンバ］、今村貴子［語り］ 10㈰ 11:00

おとな ￥2000
こども（0歳～小学生） ￥1000

親子ペア ￥2500
※全席指定

響ホール音楽事業課
093（663）6661

2017北九州国際音楽祭 特別プログラム
北九州市の若き精鋭たち～未来に向かって～
森山まひる［ヴァイオリン］、谷昂登［ピアノ］、中村太地［ヴァイオリン］、山田武彦［ピ
アノ］ほか

23㈯㈷ 15:00

一般自由席 ￥2500
U-25自由席（25歳以下、要証明） ￥1000

ペア自由席（前売りのみ） ￥4000
※対象：小学生以上　
※当日各￥500増（ペア自由席除く）　※全席自由

北九州国際音楽祭
　実行委員会事務局

093（663）6567

～クリスマスコンサート in 2017 ～ 25㈪ 19:00 無　料
（要整理券）

※対象：小学生以上　※全席自由

北九州メモリアル女声合唱団
西南女学院高等学校音楽部
OG会・母の会「ドルチェ」
093（371）3742【持橋】

八幡東区平野1-1-1　 093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分 
「国際村交流センター」徒歩3分　 年末年始（12/29～1/3）、隔月1回（不定休）　 240台（有料）北九州市立響ホール 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
レ
ト
ロ
通
り

バナナのたたき売り 3㈰ 13:00 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

ア
ト
リ
ウ
ム

響ホール室内合奏団プレゼンツ
「クラシック＆ポップス　スペシャルクリスマスコンサート」
出演：響ホール室内合奏団

23㈯㈷
13:00 展示ゾーン入館料必要

大人 ￥500
小中学生 ￥20014:30

展
示
ゾ
ー
ン

トレジャーハンティング　THE FINAL
小中学生を対象に関門海峡ミュージアムを舞台としたクイズラリー 11/25㈯～1/8㈪㈷ ￥300

（小中学生展示ゾーン入館料含む）

多
目
的
ホ
ー
ル

海峡演劇祭2017「アクアリウム」ぐにゃり
【作・演出】谷岡紗智【出演】とうどうせいら、蕎薇園花江、渡部光泰 2㈯ 16:30～

17:40
一般（予約） ￥1200

学生 ￥1000
※当日一般￥300増

関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093（331）6700

海峡演劇祭2017「贋作・ミスワカナ」だらく館
【作・演出】秋山豊【出演】中川圭永子

9㈯～
10㈰

16:30～
17:30

一般（予約） ￥2500
※当日￥500増

海峡演劇祭2017「貝原浩チェルノブイリスケッチ『風しもの村』朗読」
海峡プロジェクト

【作・演出】たにせみき【朗読】江口之章、野口和夫【演奏】谷本仰（ヴァイオリン他）
16㈯ 16:30～

17:30 ￥1500

海峡演劇祭2017　映画『隣人のゆくえ』上映＆トークショー 23㈯㈷ 14:00～
15:30 ￥1000

門司区西海岸1-3-3　 093（331）6700　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 年５回関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） 門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

古唐津� 障
出光佐三がこよなく愛した古唐津。独自の世界をたたえた優品を幅広く展観します。 開催中～12/17㈰

一般 ￥700
高・大学生 ￥500

※中学生以下無料（保護者同伴） 出光美術館（門司）
093（332）0251列品解説

学芸員が展示作品をわかりやすく解説します 10㈰ 11:00 無　料
入場料が必要14:00

門司区東港町2-3　 093（332）0251　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）　
「門司港駅」徒歩8分　「門司IC」約10分　 月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始（12/18～1/11）出光美術館（門司） 門司

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

2
階 美術展『門司の画家たち展』 11/30㈭～12/6㈬ 無　料

※6㈬は15:00まで

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

門司区東港町1-24　 093（321）4151　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩3分　 なし旧門司税関 門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ� 障
出演：トニックオブノーツ 2㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300　小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）415119:30

門司区東港町1-32　 093（321）4151　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回門司港レトロ展望室 門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

「子どもの明るい未来を考える」
第3回門司区中学生・高校生意見発表会
門司区内の中学生・高校生による意見発表、緑丘中学校吹奏楽部の演奏発表

3㈰ 9:30 無　料 門司区役所コミュニティ支援課
093（331）1883

第9回門司シネマフェスタ　
「35ミリフィルムで上映する往年の大女優たちを描く4作品」
9㈯/夜の河・五瓣の椿　10㈰/雪国・五番町夕霧楼

9㈯
10:00

一日券前売（お弁当付き） ￥1000
一日券当日 ￥  700

※中学生以下無料　※前売のみ小さなお弁当付き

門司市民会館
093（321）290710㈰

スタイルフレーバー発表会　「CHIBI IPPO」 17㈰
11:30 ￥3000

（前売・当日共）
※3歳以下無料

（有）まる スタイルフレーバー
093（582）400016:30

門司区老松町3-2　 093（321）2907　 9:00～22:00　
「門司港駅」徒歩13分　「関門トンネル車道口」徒歩2分　「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　 年末年始（12/29～1/3）門司市民会館 門司



13 2017.Decemberかるかるかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※11月10日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

12 月

小倉北区城内4-1　 093（571）1505　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　「北九州市役所前」徒歩2分　
月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）北九州市立文学館 

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

生誕90年記念　藤沢周平展� 障
作家・藤沢周平の世界を、文章と資料で紹介する。

10/28㈯～
12/10㈰

一般 ￥700　中高生 ￥200
小学生 ￥100

北九州市立文学館
093（571）1505

藤沢周平を読む
①「驟り雨」（新潮文庫『驟り雨』所収） 朗読者：平田伸介さん（劇団 青春座）
②「虹の空」（新潮文庫『霜の朝』所収） 朗読者：古田美佐代さん（劇団 青春座）

3㈰
①13:00 無　料

※要事前申込②14:30
藤沢周平を読む

「踊る手」（文春文庫『夜消える』所収）、「朝の蛇」（文春文庫『蟬しぐれ』所収）
朗読者：【共読】山口恭子さん、野口和夫さん（演劇作業室 紅生姜）

9㈯ 13:00 無　料
※要事前申込

小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　 093（512）5077　 11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
「小倉駅」徒歩2分　 火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/31～1/２）北九州市漫画ミュージアム 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

竹宮惠子 カレイドスコープ -50th Anniversary-� 障
多数の貴重な肉筆原画や、竹宮氏自身が技術開発を手がけた精巧な複製原画
などを中心に紹介。

10/7㈯～12/10㈰
一般 ￥800　中高生 ￥  400

小学生 ￥  200
［常設展セット券］一般 ￥1000
中高生 ￥500　小学生 ￥  250

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

〃

北九州国際漫画祭2017� 障
「第2回北九州国際漫画大賞」優秀作品展や台湾漫画の展示など、漫画の世界的
な広がりとそれぞれの特徴を紹介。

12/23㈯㈷～
1/21㈰ 無　料

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

海峡マンガ合戦～九州ブロック 海猫屋（うみねこや）～� 障
日本漫画家協会九州ブロックと中国ブロックに所属する作家のミニ個展シリーズ。 11/4㈯～1/12㈮ 無　料

常設展入場料が必要

ギラヴァンツ北九州選手似顔絵コンクール入賞作品展� 障
ギラヴァンツの選手や監督などを描いた小学生の優秀な似顔絵作品を展示。 11/11㈯～1/18㈭ 無　料

常設展入場料が必要

常
設
展
示
室

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

漫画スクール� 障
テーマ①「漫画で楽しい年賀状を描こう（干支の描き方『戌』）」
　　　②「漫画でクリスマスカードを作ろう（冬のアイテムの描き方）」

①3㈰ 13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：小学3年生以上　※要事前申込（定員各先着20名）②17㈰

漫画体験� 障
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

10㈰ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

※当日各先着20名、途中からの参加も可能23㈯㈷

小倉北区大手町12-3　 093（592）5405　 公演によって異なります
「小倉駅」徒歩30分　「西小倉駅」徒歩15分　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
年末年始（12/29～1/3）、毎月1回（不定休）　 80台（有料）アルモニーサンク北九州ソレイユホール 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

宝塚歌劇「月組」北九州公演
鳳凰伝／ CRYSTAL TAKARAZUKA 1㈮

14:00 S席 ￥7500
A席 ￥6200

※対象：小学生以上

西日本新聞イベントサービス
092（711）549118:00

おいでよ♪ クリスマスパイプオルガンコンサート 2017
未就学のお子様もご一緒に楽しめるコンサートです。 8㈮ 14:30

大人（中学生以上） ￥  700
子ども（3歳～小学生） ￥  500

親子ペア（大人＋子ども） ￥1000
※団体料金：10人以上で1人￥100引き（ペア券除く）

北九州ソレイユホール
093（592）5405

M.S.S Project Tour  2017
PHOENIX　－Eternal Flame－ 9㈯ 17:00 全席指定 ￥6480 BEA

092（712）4221

読売日本交響楽団メンバー &シンフォニー合唱団　Christmas Concert 2017
聖夜に奏でる癒しの響き 10㈰ 17:00

一般 ￥3500
学生 ￥2500

※対象：小学生以上　※当日￥500増　※全席自由

シンフォニー合唱団
0120（012）788

アース・リズム
5カ国の打楽器の名手たちによる夢の祝祭！ 13㈬ 19:00 A席　￥6000

B席　￥5500
MIN-ON北九州
093（884）1833

北九州市立大学吹奏楽団　第50回定期演奏会 16㈯ 18:00 全席自由 ￥500 北九州市立大学吹奏楽団
093（962）0771

クリスマスコンサート 2017 23㈯㈷ 9:30 一般 ￥800
学生 ￥600

北九州吹奏楽連盟
090（1340）5364【土谷】

第九の夕べ
オーケストラ：九州交響楽団　合唱：北九州市民フロイデコール 25㈪ 19:00

一般 ￥4000
学生 ￥1100

※全席自由

九響チケットサービス
092（823）0101

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
常設展
油彩画・蝋彩画・彫刻・弦楽器など、約50点を展示します 開催中 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235

門司区東港町6-72 港ハウス2F　 093（322）1235　 10:00～17:00
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は開館）、年末年始（12/29～1/3）門司港美術工芸研究所 門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
１
階

松
永
文
庫

松永文庫企画展「高倉健映画資料展」 10/20㈮～1/17㈬ 無　料 門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

マンスリージャズ
出演：ニュースカイラーク 10㈰ 14:00～

16:00 無　料

まちの小さな演奏会@旧大連航路上屋　島田亜希子 マリンバコンサート
出演：島田亜希子［マリンバ］、広瀬美香［ピアノ］ 22㈮ 18:30

￥500
（当前共通）

※対象：3歳以上　※事前申込受付中 　

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661

マンスリーシアター
上映作品：モダン・タイムス 24㈰ 14:00～

16:00 無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

門司区西海岸1-3-5　 093（322）5020　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回旧大連航路上屋 門司
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※11月10日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

12 月

小倉北区城内1-2　 093（582）2747　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 なし　北九州市立小倉城庭園 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

産霊（MUSUHI）重谷松蘭 作品展� 障
水引作家・重谷松蘭氏による作品展です。 1㈮～14㈭ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

小倉城庭園所蔵品展� 障
小倉城庭園が所蔵する掛軸などを展示します。

12/23㈯㈷～
1/28㈰

一般 ￥300　中高生 ￥150
小学生 ￥100

和
室
・

立
礼
席

表千家学生茶会
表千家茶道を習っている中学生から大学生がお点前をするお茶会です。 17㈰ 10:00 ￥600

（薄茶二席・入館料込）

和
室
・

書
院
棟

年忘れ 男の茶会
お点前、お運びの全てを男性のみで行う年末恒例のお茶会です。 23㈯㈷ 9:00

一般 ￥1500
小中学生 ￥  700
（薄茶二席・入館料込）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

児
童
劇
場

熊本地震復興支援　スペシャルファミリー人形劇場
親子や家族で人形劇を楽しむ 3㈰ 11:00 無　料

北九州市立こども文化会館
093（592）4152

13:30
こども落語教室卒業公演　「到津こども寄席」
子どもが、日本の伝統芸能である「落語」を学び、成果を発表します 10㈰ 10:00 無　料

こども演劇教室卒業公演
演目：「猫、ほれちゃった」 17㈰ 14:00 無　料

図
書
室

ビデオるーむ
「ミッキーマウスのメリークリスマス」「3丁目物語　クリスマス・イブのなぞ」 10㈰ 14:00 無　料

プ
レ
イ

ル
ー
ム

クリスマスイベント
エレクトーンコンサートとフェイスペインティング 23㈯㈷ 10:30 無　料

小倉北区下到津4-3-2　 093（592）4152　 9:00～17:00
「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）　 20台北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

新
館
7
階
大
画
廊

吉田 緑　油絵展
風景の中に見る花を、女性画家の視点でとらえた作品を紹介する 11/29㈬～12/5㈫ 無　料

小倉井筒屋　大画廊
093（522）2521

迎春・四季の掛軸特別ご奉仕会
新年を迎えるお祝いの掛軸や、四季の掛軸を多数展示 6㈬～19㈫ 無　料

片島 三知代　絵画展
「愛」「繁栄」「喜び」をテーマにした色彩豊かな作品を展示 20㈬～26㈫ 無　料

新
館
7
階
小
画
廊

J・M・W ターナー　銅版画展 11/29㈬～12/5㈫ 無　料

小倉井筒屋　小画廊
093（522）2521

ヨーロッパ アンティーク　名窯展
優美で華麗なヨーロッパの名窯の作品約100点を展示 6㈬～12㈫ 無　料

ー100年の時を超えてー　オールドノリタケ展
明治中期から1900年代初頭に、輸出向けに製造された商品を紹介 13㈬～19㈫ 無　料

トルコ美術工芸展
トルコの絨緞、アクセサリー、ガラス工芸品を展示 20㈬～26㈫ 無　料

新
館
7
階

大
画
廊
・

小
画
廊

年末年始　絵画お宝市
多彩な作家の絵画・版画等を特別価格で展示販売 12/27㈬～1/2㈫ 無　料

小倉北区船場町1-1　 093（522）3111㈹　 10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
「小倉駅」徒歩7分　 不定休、1/1小倉井筒屋 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

2017 小倉北区民音楽祭
クラシックコンサート 10㈰ 14:30 ￥500 小倉北音楽協会

093（871）7045【植田】
北九大JAZZ研Ｋ＆Ｋ　第40回定期演奏会
第40回 定期演奏会 16㈯ 18:00 無　料 北九州市立大学 JAZZ研究会 K＆K

080（6373）3204【鎌田】
トゥルースペースダンス発表会
ダンスの発表会 23㈯㈷ 14:00 ￥500 トゥルースペースダンス

090（7443）6007【塩川】
クリスマスコンサート
ピアノ発表会 24㈰ 13:30 無　料 caḿs pc

090（1368）3015【宮崎】

小倉北区大手町11-4　 093（583）3939　 9:30～21:30　「西小倉駅」徒歩15分
「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　
所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始（12/29～1/3）　 有料北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示
室

松本清張生誕祭　
大津忠彦さん（筑紫女学園大学教授）の講演、ミニコンサート（山崎箜山さん（尺八）、宮本直美さん（筝））など 15㈮ 14:00～

16:00
ケーキ・コーヒー代 ¥500
常設展示観覧は別途入館料が必要
※要事前申込　

松本清張記念館友の会
093（582）2761

北九州市立松本清張記念館 小倉北区城内2-3　 093（582）2761　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　 年末（12/29〜31）

小倉北区城内2-1　 093（561）1210　 9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 なし小倉城 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
小
倉
城
天
守
閣

前
広
場 第59回小倉城大鏡餅　餅つき 17㈰ 9:00 無　料

小倉城
093（561）1210小

倉
城
天
守
閣

1
階
迎
え
虎
前

第59回小倉城大鏡餅　飾付 23㈯㈷ 10:00 一般 ¥350　中高生 ¥200
　小学生 ¥100
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演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※11月10日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

12 月

八幡東区東田2-4-1　 093（681）1011　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　「いのちのたび博物館」徒歩1分
年末年始（12/29～1/1）、6月下旬頃（約1週間）　 大型30台、普通300台（有料）　北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館） 

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
秋の特別展「最後の戦国武将　小倉藩主 小笠原忠真展」
家康に「鬼孫」と激賞され、「九州探題」と一目置かれた忠真の活躍を紹介。 開催中～12/3㈰ 大人 ￥500　高大生 ￥300　小中生 ￥200

※常設展は別途料金が必要　※常設展とのセット券あり

いのちのたび博物館
093（681）1011

秋の特別展関連イベント「ギャラリートーク」
特別展内での学芸員による展示解説。 3㈰ 14:00

要特別展入場料
大人 ￥500　高大生 ￥300　小中生 ￥200
※小学生以下は保護者の参加が必要

歴史講演会「昭和史再考―政治と軍事―」
講師：北九州市立大学教授　小林 道彦氏 2㈯ 13:30 資料代 ￥800

※小学生以下は保護者の参加が必要

たいけん講座「鳥はなぜ飛べる？鳥だこを作って考えよう！」
鳥がなぜ飛べるのか鳥だこを作って考え、お正月の凧揚げの準備も兼ねる。 10㈰ 10:00

無　料
※対象：小学生以上　
※要事前申込（小学生は保護者同伴）

開館15周年記念イベント
「博物館が何倍も楽しくなるスマホの写真教室vol.2」� 障
初心者大歓迎。スマホで奇跡の1枚を目指そう！

17㈰ 10:00
要常設展入場料

大人 ￥500　高大生 ￥300　小中生 ￥200
※対象：小学生以上
※要事前申込（小学生は保護者の参加が必要）

冬の特別展「アクア・キングダム」
swim, again. 爬虫類、鳥類、哺乳類。進化の中で再び水の中へ。

12/23㈯㈷～
2/25㈰

大人 ￥500　高大生 ￥300　小中生 ￥200
※常設展は別途料金が必要　※常設展とのセット券あり

室内講座「シーラカンスが語る海のおいたち」
シーラカンスからわかる海のおいたちについての解説。（船の科学館支援事業） 24㈰ 13:30

無　料
※対象：小学生以上　
※要事前申込（小学生は保護者の参加が必要）

室内講座「恐竜すす払い」
毎年恒例、展示している恐竜のすすを払います。 26㈫ 16:30 無　料

※対象：小学生以上　※要事前申込（小学生は保護者同伴）

八幡東区桃園3-1-5　 093（671）4566　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「市立児童文化科学館前」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）北九州市立児童文化科学館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
屋
上

星の観望の夕べ� 障
プラネタリウム観覧後、冬の星空とすばるを望遠鏡で観察します 16㈯ 18:30～

20:00
大人 ￥100　中高生 ￥70　小学生 ￥50
※中学生以下は保護者の参加が必要
※先着100名、2㈯から電話受付開始

児童文化科学館
093（671）4566

大
集
会
室

クリスマスハンドベルコンサート
ハンドベルを使ってクリスマスソングの演奏を行います 23㈯㈷ 14:00～

14:50 無　料 〃
会
議
室

サイエンスショー
「身近なものを使って、科学マジック」 24㈰ 14:00～

14:50 無　料 〃

八幡東区西本町1-20-2　 093（661）9130　 10:00～18:00
「八幡駅」徒歩5分　 年末年始（12/29～1/3）北九州市立旧百三十銀行ギャラリー 

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
7人のあしあと
イラスト・インスタレーション・陶器等を展示 2㈯～5㈫ 無　料

※5㈫は16:00まで
093（661）2371【小屋松】

第4回自分展　貫山古稀書展
主催　自游書道会 15㈮～17㈰ 無　料

※17㈰は16:00まで
093（472）8080【岡田】

ボーカル＆ゴスペルコンサート
主催　ヤマハミュ―ジックリテイリング小倉店 24㈰ 14:00～

16:00 無　料 旧百三十銀行ギャラリー
093（661）9130

若松区ひびきの2-5  学術研究都市　 093（695）3691　 10:00〜17:00（展覧会開催時のみ）
市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　 年末年始（12/29～1/3）現代美術センター CCA北九州 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

アリシア・フラミス展
詳細はお問い合わせください

10/16㈪～12/26㈫
（日・祝休み）

無　料
※土曜は12:00から

現代美術センターCCA北九州
093（695）3691

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

第11回ブラスフェスタ in 若松
新たに１楽団を加え５楽団と４中学合唱部のジョイント。パワーアップで迎えます。 17㈰ 13:30 一般（大学生含む） ￥700　中高生 ￥500

※小学生以下無料
ブラスフェスタ実行委員会

093（771）8131

若松区本町3-13-1　 093（771）8131　 9:00～22:00
「若松駅」徒歩1分　「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　 年末年始（12/29～1/3）　 110台（共用）　若松市民会館 

小倉南区若園5-1-5　 093（931）1286　 9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
（モノレール）「北方駅」徒歩12分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）小倉南生涯学習センター 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北部九州吟剣詩舞連盟 第43回後期吟剣詩舞道大会 17㈰ 9:30 無　料 北部九州吟剣詩舞連盟事務局
090（7457）3676【大内】

第54回 北九州市立大学マンドリンクラブ 定期演奏会
詳細はkita9mandolin@gmail.comまでメールにてお問い合わせください 23㈯㈷ 17:00 ￥500 北九州市立大学マンドリンクラブ

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ステンドグラス教室
カットガラスをはんだ付けして作品を作ります。

3㈰
14:00

キーホルダー ￥720から
置物 ￥2600

キャンドルカバー ￥3600
ランプシェード ￥5350

※定員各回10名 平尾台自然の郷
093（452）2715

17㈰

ハーブ教室
スワッグ（縦型リース）を作ります。 8㈮ 10:30 体験料 ￥1900

※定員16名

クリスマス特別絵柄ポーセリンアート体験
転写紙を使い白磁にシール感覚で、クリスマスならではの絵をつけます。（作品は12月下旬完成予定） 10㈰ 11:00

お皿・マグカップ ￥1200
カップ＆ソーサー ￥2000
※定員20名、3㈰受付開始

小倉南区平尾台1-1-1　 093（452）2715　 10:00～16:00（12月～2月）　 「小倉南IC」約20分 　 「石原町駅」よりタクシー、おでかけ交通で約15分　
「中谷営業所」よりタクシー、おでかけ交通で約20分　 火曜日（祝日の場合は翌日休園）、12/29～1/3（ただし、1/1は初日の出会）平尾台自然の郷 
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※11月10日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

12 月
八幡東区東田2-2-11　 093（663）5411　 平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　「いのちのたび博物館」徒歩3分
月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）　 大型30台、普通300台（有料）　北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター） 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

試す・比べる・感じる～「香りのふしぎ」展� 障
嗅覚ってナゼ必要なの？匂いを感じるしくみや、広がる香りの働きを知ろう 10/14㈯～12/17㈰ 大人 ￥300　小中学生 ￥100

※対象：3歳以上　※小学生未満無料
北九州イノベーションギャラリー

093（663）5411

八幡西区岸の浦2-1-1　 093（621）4566　 9:00～22:00
「黒崎駅」徒歩10分　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　 年末年始（12/29～1/3）

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）　　　

 
会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

産業医科大学管弦楽団　第33回定期演奏会 2㈯ 18:00 ￥800 産業医科大学管弦楽団
090（4993）6853【鷲見】

Joyful Noise! 1st コンサート 3㈰ 15:00 ￥500 Joyful Noise! 
080（5242）3617

アンサンブルリーベ　第3回定期演奏会
夢、成就〜あこがれのドヴォルザークの名曲を〜 10㈰ 14:00 ￥1000 アンサンブルリーベ事務局

090（8769）9131【池田】

九州工業大学・西南女学院大学吹奏楽部　第41回定期演奏会 16㈯ 18:00 無　料
九州工業大学・

西南女学院大学吹奏楽部
080（1949）9171【今井】

クリスマスコンサート 23㈯㈷ 14:00 無　料 北九州アカデミー少年少女合唱団
070（5488）1535

中
ホ
ー
ル

第30回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
オペラ唄い語り　～物語と音楽を一気に知っちゃおう～　佐々木洋平・山本佳代子・小谷美佳 4㈪ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566
Exhibition of Dance Music　音の杜ダンス音楽の祭典 8㈮ 19:00 一般 ￥2000

※当日￥500増
黒崎ひびしんホール

093（621）4566
アプレシオ・アラ・ムジカ音楽スタジオ　
2017　PIANO CONCERT 9㈯ 13:15 無　料 アプレシオ・アラ・ムジカ音楽スタジオ

093（981）8520【熊本】
合唱の街・北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～ 13㈬ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566
北九州市立大学混声合唱団コール・ユーフォニー　
第51回定期演奏会 16㈯ 14:30 ￥500

北九州市立大学混声合唱団
コール・ユーフォニー
080（4275）8033

PIARA　ピアノコンクール　北九州Ｉ地区予選 17㈰ 10:30
（予定） 無　料 九州・山口事務局

0952（31）2273
福岡県立八幡工業高等学校吹奏楽部　第51回定期演奏会 23㈯㈷ 14:00 無　料 福岡県立八幡工業高等学校

093（641）6611
集え！九州の若き演奏家たち2017
～管楽器を愛する九州の若者たち大集合‼～ 28㈭ 18:00 ￥500

※当日￥100増
集え！九州の若き演奏家たち実行委員会

080（4278）8927

八幡西区黒崎1-1-1　 093（643）5111㈹　 10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
「黒崎駅」隣接　 不定休、1/1黒崎井筒屋 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

6
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

備前焼　高原武　作陶展
備前でも数少ない赤松の薪で焼き締めた花入やぐい呑み、食器などを展示 11/28㈫～12/3㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

迎春こっとう展
茶道具や掛軸、壷、皿、民芸家具などのこっとう品を展示 5㈫～10㈰ 無　料

～稜線を炎が翔ける～　山下譲治　作陶展
備前焼の名門、伊勢崎淳氏の高弟 山下譲治の作品展 12㈫～17㈰ 無　料

迎春大掛軸展
季節物、作家物、書などの掛軸約80点を展示 19㈫～25㈪ 無　料

絵画と和アート展
コレクター所蔵の絵画と、白石千鶴子の古布を使用した小物・人形を展示 12/27㈬～1/8㈪㈷ 無　料

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　 093（642）5555　 10:00～19:00
「黒崎駅」徒歩1分　「黒崎バスセンター」徒歩1分　 12/6、20、12/31〜1/2北九州市立子どもの館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
プ
レ
イ

ル
ー
ム

絵本「ユーナの樹とトモダチ」読み聞かせ
他者を受入れることの重要性を描いた絵本、参加家族に絵本のプレゼントあり 3㈰ 13:00～

13:30 無　料 北九州市立子どもの館
093（642）5555

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　 093（644）5206　
9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる　「黒崎駅」徒歩1分　 年末年始（12/29～1/3）北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

全
展
示
室

第10回 北九州市障害者芸術祭　作品展
洋画・日本画・工芸・書・写真・その他

11/28㈫
～12/3㈰

10:00～
18:00

無　料
※3㈰は17:00まで

（公財）北九州市身体障害者福祉協会
093（883）5555【松崎】

2017秋の合同小品展
洋画

12㈫～
17㈰

9:30～
17:30

無　料
※17㈰は15:00まで

北九州美術家連盟
093（651）6206【古川】

第37回九州全展（公募）
洋画・日本画・水彩・染色

19㈫～
24㈰

9:30～
17:00

無　料
※24㈰は16:00まで

全日本美術協会
093（691）6202【末廣】

展
示
室
1

真颯館高等学校美術科第19回卒業制作展
洋画・工芸・デザイン・ステンドグラス・陶芸

5㈫～
10㈰

10:00～
18:00

無　料
※10㈰は16:30まで

真颯館高等学校美術科
093（561）1231【小寺】

展
示
室
2

若草会染色展
工芸

4㈪～
10㈰

10:00～
18:00

無　料
※4㈪は12:00から、10㈰は17:00まで

若草会
093（631）8860【和田】

八幡西区黒崎3-15-3　 093（641）9360
9:00～22:00　「黒崎駅」徒歩1分　「黒崎IC」約6分　 年末年始（12/29～1/3）八幡西生涯学習総合センター 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
コ
ム
シ
テ
ィ
3
階

マ
ー
メ
イ
ド
広
場

北九州JAZZ BOSSA-NOVA CLUB　音楽のある街づくり　ミニコンサート
毎月第2土曜日に、ジャズやボサノバ、映画音楽などを演奏するミニコンサートを実施 9㈯ 12:00～

13:00 無　料 北九州JAZZ BOSSA-NOVA CLUB
093（671）0411 【石橋】



9 2017.Decemberかるかるかるかる

12 月

戸畑区汐井町1-6　 093（871）7200　 9:00～22:00
「戸畑駅」徒歩1分　「戸畑駅」徒歩1分　 年末年始（12/29～1/3）戸畑市民会館（ウェルとばた内） 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州市立戸畑高等専修学校学習発表会　
第28回ファッションショー
SENSHU COLLECTION　『躍動　未来に向かって羽ばたく瞬間（とき）』

3㈰ 10:00 無　料 北九州市立戸畑高等専修学校
093（871）4794【野口】

藤間流　北九州藤盛会 10㈰ 11:00 ¥4000 藤間流 北九州藤盛会
093（871）4283【藤間】

北九州市少年少女合唱団　第43回定期演奏会
120名を超える団員が、楽しさと感動いっぱいのステージをお届けします 17㈰ 15:00 ¥1000

※当日¥200増

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661

サンダーボーイズ・ジャズ・オーケストラ　第39回定期演奏会 23㈯㈷ 18:00 無　料
九州工業大学軽音部

サンダーボーイズジャズオーケストラ
080（2771）1849【奥村】

キャッキエラマンドリンオーケストラ演奏会 24㈰ 14:00 ¥500 キャッキエラ マンドリン オーケストラ
090（5295）9065【村瀬】

中
ホ
ー
ル

西南女学院大学同短期大学合唱部　
クール・ベルフィーユ第38回定期演奏会
今回の演奏会ではディズニーやジブリ等の楽しい曲を皆さんへお届けします！

3㈰ 14:00 無　料
西南女学院大学同短期大学合唱部

クール・ベルフィーユ
080（1766）3661【平田】

ジョイントリサイタル
上野萌華:Vn/宮田果奈:P 8㈮ 19:00 一般 ¥2000

高校生以下 ¥1000
北九州楽友協会

093（622）1900【江里口】
「なぜ生きる－蓮如上人と吉崎炎上」上映会� 障
「人は、なぜ生きる？」戦乱の世、その答えに命を懸けた男たちがいた…

12㈫ 13:30/18:30 一般 ¥1000　小学生以下 ¥500
※障害者手帳提示で本人と付添い1名まで¥500

（株）チューリップ企画
080（4102）3541【小林】13㈬ 10:00/13:30

篠崎ミュージックアカデミー　北九州ソロコンサート 24㈰ 13:30 無　料 篠崎ミュージックアカデミー北九州
093（921）0459【吉田】

交
流

プ
ラ
ザ

ウェルとばた　クリスマス・ミニコンサート
出演：北九州市少年少女合唱団 23㈯㈷ 15：30 無　料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

■�北九州市立美術館アネックス休館のお知らせ　北九州市立美術館アネックスは平成30年3月まで休館しています。

戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　 093（882）7777　 9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）　「美術館口」徒歩10分　
180台　 月曜日（祝日・振替休日の場合翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）北九州市立美術館本館 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

英国最大の巨匠　ターナー　風景の詩� 障
リニューアル・オープン記念展覧会として、ターナーをご紹介します。 11/3㈮㈷～2/4㈰

一般 ￥1400　高大生 ￥800　小中生 ￥600
※前売及び20名以上の団体料金
一般￥1200　高大生￥600　小中生￥400 北九州市立美術館

093（882）7777コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室

ザ・ベスト・コレクション　－丘の上の双眼鏡� 障
本館で同時開催。当館所蔵の珠玉の作品をご紹介します。 11/3㈮㈷～3/18㈰

一般 ￥150　高大生 ￥100　小中生 ￥  50
※20名以上の団体料金　
一般￥120　高大生￥80　小中生￥40
※ターナー展チケットで観覧できます

戸畑区中本町7-20　 093（882）4281　 9:00～22:00　「戸畑駅」徒歩5分
「戸畑駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始（12/29～1/3）戸畑生涯学習センター 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

北九州市立年長者研修大学校　周望学舎写真研究クラブ作品展
写真 約50点

5㈫～
17㈰

10:00～
17:00

無　料
※17㈰は15:00まで

北九州市立年長者研修大学校
周望学舎 写真研究クラブ

093（591）2626【高橋】

平成29年度 人権週間記念講演会　共通テーマ「私たちの暮らしと人権」
日　程 開演時間 会　場 演　題 入場料 問合せ先

4㈪
（開場13:00）

開演13:30
講演会13:40

映画「風の匂い」
上映15:20

※北九州市立大学は
夜間開催

（開場17:30）
開演18:00

映画「風の匂い」
上映18:10

講演会18:55

門司市民会館 大ホール
（定員800人）

「はじめてのLGBT 〜性の多様性と人権」  
NPO法人 東京レインボープライド 共同代表理事　杉山文野

無　料
（先着順入場）

北九州市人権推進センター
人権文化推進課
093（562）5010

5㈫

男女共同参画センター
「ムーブ」2階

ホール
（定員520人）

「インターネットと人とのかかわり〜突然、僕は殺人犯にされた〜」
タレント・芸人　スマイリーキクチ

若松市民会館 大ホール
（定員800人）

「ハンセン病小説『あん』に託した生きることの意味」
作家　ドリアン助川

6㈬

響ホール 大ホール
（定員500人）

「拉致被害者救出のために、私達のなすべきこと」
ジャーナリスト・防人と歩む会会長・やおよろずの森代表　葛城奈海

北九州市立大学 A-101教室
（定員500人）

「パニック障害10年間の闘病から克服まで
〜差別や偏見のない人権を尊重した社会づくりの大切さ」
女優・心理カウンセラー・足底反射療法士・音楽健康指導士　大場久美子

7㈭ 黒崎ひびしん
ホール

大ホール
（定員800人）

「若者が語る部落問題の今」
一般社団法人コアプラス代表理事　武田緑

8㈮ 戸畑市民会館
（ウェルとばた3階）

大ホール
（定員800人）

「出会いこそ、生きる力」
女優・タレント　サヘル・ローズ

ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※11月10日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

北九州市芸術文化情報誌「CulCul・かるかる」
■発行日／2017.12.1　　■発　行／北九州市
■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課　〒 803-0812 北九州市小倉北区室町 1－1－1－11－5F
　TEL:093（562）3027　FAX:093（562）3029　E-mail:culcul@kicpac.jp　北九州市印刷物登録番号 第1609001A号

2017年
12月号表紙

「思いをつなげる。」

（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture

Culture&Cultivate

Culture&Cultivateかるかるは文化を意味する英語Cultureと芸術に親しむことを意味するCultivateの造語です。
題字に使用しているロゴは北九州生まれの欧文フォントCCArtSans（CCAアートサンズ）を使用しています。

12
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特集
北九州市漫画ミュージアム

演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜ようこそ文学館へ
美術｜美術館へ行こう ！

漫画｜漫画と北九州
Topic｜北九州市立いのちのたび博物館

音楽｜いろはにぴあの

かるかるCulCul
思
い
を
つ
な
げ
る
。
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11月9日（木）が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール駅、
レインボープラザ、北九州芸術
劇場プレイガイド・インフォメ
ーション、響ホールなど App Storeのアプリから

■iOS の場合
http://www.kitakyushu-culcul.jp

北九州市文化芸術メディアサイト
CulCul・かるかる

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

■Android の場合

Play ストアのアプリから

で検索、インストール!!
かるかる

「CulCul・かるかる」をスマートフォンアプリで楽しもう♪

　
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
で
演
奏
す
る

際
、
う
れ
し
い
こ
と
に
、
以
前
と
比

べ
て
複
数
の
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
子

ど
も
さ
ん
を
多
く
お
見
か
け
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
陸
続
き
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
多
民
族
国
家
の
ア
メ
リ
カ

な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
先
、
も

っ
と
も
っ
と
増
え
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
先
日
、
北
九
州
で
行
わ
れ
た
ピ
ア

ノ
の
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者
に
も
同
様

の
女
の
子
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

こ
の
女
の
子
の
演
奏
が
、
大
変
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
全
員
が
ほ
と
ん
ど

同
じ
課
題
曲
を
演
奏
し
、
皆
、
と
て

も
よ
く
弾
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

彼
女
は
最
後
の
演
奏
者
で
し
た
。
弾

き
始
め
た
瞬
間
、
私
は
「
あ
ー
っ
」

と
声
を
上
げ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

同
じ
ピ
ア
ノ
、
同
じ
曲
な
の
に
、
紡

ぎ
出
し
て
く
る
言
語
が
明
ら
か
に
違

う
。
音
符
か
ら
聴
こ
え
て
く
る
言
葉

が
、
そ
れ
ま
で
の
演
奏
者
と
は
全
く

違
う
の
で
す
。
今
ま
で
も
、
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
で
国
民
性
の
違
い
を
感
じ

る
こ
と
は
多
々
あ
っ
た
の
で
す
が
、

日
本
の
子
ど
も
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

こ
こ
ま
で
は
っ
き
り
と
感
じ
た
の
は

初
め
て
の
経
験
で
、
衝
撃
で
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
、
音
楽
文

化
も
障
壁
な
く
活
発
に
行
き
来
し
て

い
ま
す
が
、
西
洋
音
楽
が
日
本
人
の

血
肉
に
な
る
に
は
、
ま
た
そ
う
な
ら

ず
と
も
、
日
本
人
ら
し
さ
を
失
わ
ず
、

真
の
国
際
化
を
目
指
す
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
見
知
ら

ぬ
彼
女
の
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
考
え

た
コ
ン
ク
ー
ル
で
し
た
。

音
符
か
ら
聴
こ
え
て
く
る
言
葉
の
違
い

■
第
九
の
夕
べ
（
九
州
交
響
楽
団
）

12
月
25
日
（
月
）
午
後
７
時
開
演
。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
。
指
揮
に

小
泉
和
裕
を
迎
え
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

「
交
響
曲
第
９
番
」
を
合
唱
付
き
で

演
奏
。
出
演
は
ソ
プ
ラ
ノ
鷲
尾
麻
衣
、

メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
手
嶋
眞
佐
子
、
テ

ノ
ー
ル
青
栁
素
晴
、
バ
リ
ト
ン
与
那

城
敬
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、
一
般

４
０
０
０
円
、
会
員
割
引
３
５
０
０

円
、
学
生
１
１
０
０
円
。

九
響
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

０
９
２
（
８
２
３
）
０
１
０
１

『第九の夕べ』チラシ

■
音
の
杜　
ダ
ン
ス
音
楽
の
祭
典

12
月
８
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）
。
出
演
は
ソ
プ
ラ
ノ
森
野
由
み
、

岩
崎
佳
子
、
小
谷
美
佳
、
ピ
ア
ノ
宮

崎
由
紀
子
、
福
島
未
佳
子
、
チ
ェ
ロ

関
原
弘
二
、
フ
ル
ー
ト
田
室
信
哉
、

マ
リ
ン
バ
島
田
亜
希
子
、
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
村
岡
慈
子
。
作
曲
・
編
曲
は

中
村
滋
延
。
ダ
ン
ス
徳
野
一
也
・
下

河
邉
衣
津
子
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、

一
般
２
０
０
０
円
。
当
日
５
０
０
円

増
。
未
就
学
児
膝
上
１
名
ま
で
無
料
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

『音の杜　ダンス音楽の祭典』
チラシ

■
ク
リ
ス
マ
ス
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
７

12
月
８
日
（
金
）
午
後
２
時
開
場
、

同
２
時
30
分
開
演
。
北
九
州
ソ
レ
イ

ユ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
大
手
町
）
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま
で

楽
し
め
る
。
出
演
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
稲
穂
美
奈
子
、
サ
ク
ソ
ホ
ン
江
口

紀
子
。
朗
読
は
北
野
純
子
。
全
席
自

由
。
入
場
料
、大
人
（
中
学
生
以
上
）

７
０
０
円
、
子
ど
も
（
３
歳
〜
小
学

生
）
５
０
０
円
、
親
子
ペ
ア
（
大
人

＋
子
ど
も
）
１
０
０
０
円
。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル

０
９
３
（
５
９
２
）
５
４
０
５

『クリスマスパイプオルガン
コンサート2017』

■
２
０
１
７
北
九
州
国
際
音
楽
祭

北
九
州
市
の
若
き
精
鋭
た
ち

12
月
23
日
（
土
・
祝
）
午
後
２
時
開

場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響

ホ
ー
ル
（
八
幡
東
区
平
野
）
。
バ
イ

オ
リ
ン
森
山
ま
ひ
る
（
サ
ラ
サ
ー
テ

「
カ
ル
メ
ン
幻
想
曲
」
）
。
ピ
ア
ノ

谷
昂
登
（
ス
ト
ラ
ビ
ン
ス
キ
ー
「
ペ

ト
ル
ー
シ
ュ
カ
」
か
ら
の
３
楽
章
）
。

バ
イ
オ
リ
ン
中
村
太
地
（
タ
ル
テ
ィ

ー
ニ
「
悪
魔
の
ト
リ
ル
」
）
。
ピ
ア

ノ
山
田
武
彦
ほ
か
。
全
席
自
由
。
入

場
料
、
一
般
自
由
席
２
５
０
０
円
、

Ｕ-

25
自
由
席
１
０
０
０
円
、ペ
ア
自

由
席
（
前
売
り
の
み
）
４
０
０
０
円
。

当
日
５
０
０
円
増
。

北
九
州
国
際
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

『北九州市の若き精鋭たち』
チラシ

務
局

０
９
３
（
６
６
３
）
６
５
６
７
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い
の
ち
の
た
び
博
物
館
の
今
年
の

冬
の
特
別
展
は
「
ア
ク
ア
・
キ
ン
グ

ダ
ム
」
と
し
て
、
水
の
中
に
還か

え

っ
た

脊
椎
動
物
の
適
応
を
紹
介
し
ま
す
。

一
体
何
が
「
水
の
中
の
王
国
」
な
の

で
し
ょ
う
か
。
動
物
に
と
っ
て
水
中

は
生
き
て
い
く
場
所
と
し
て
も
非
常

に
重
要
な
環
境
で
す
。
過
去
か
ら
現

在
ま
で
の
生
命
進
化
を
見
て
も
、
生

命
は
海
で
生
ま
れ
、
進
化
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
動
物
が
水
の
中
で
生
き
て

い
く
の
に
適
応
し
て
い
ま
す
。

　
脊
椎
動
物
の
進
化
に
注
目
し
て
み

る
と
、
魚
類
と
し
て
進
化
し
た
中
か

ら
、
３
億
７
０
０
０
万
年
前
ご
ろ
に

脊
椎
動
物
は
陸
上
に
進
出
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
陸
上
に
適
応
し

さ
ま
ざ
ま
な
分
類
群
に
進
化
し
た
脊

椎
動
物
で
す
が
、
そ
の
進
化
の
中
で
、

生
活
の
場
を
再
び
水
中
に
戻
し
た
動

物
が
い
ま
す
。
例
え
ば
、爬は

虫ち
ゅ
う

類る
い

の

魚
竜
類
、
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
類
、
首
長

竜
類
な
ど
は
恐
竜
が
生
き
て
い
た
中

生
代
に
海
で
の
生
活
に
適
応
し
ま
し

た
。
海
ガ
メ
類
は
中
生
代
に
既
に
登

場
し
、
現
在
も
海
の
中
で
生
活
し
て

い
ま
す
。
鳥
類
も
中
生
代
白
亜
紀
に

は
泳
ぐ
こ
と
に
適
応
し
た
仲
間
が
い

ま
し
た
し
、
現
在
も
ペ
ン
ギ
ン
類
の

よ
う
に
水
中
で
生
活
す
る
の
に
適
し

た
体
を
し
て
い
る
も
の
も
い
ま
す
。

哺
乳
類
で
は
、
恐
竜
が
い
な
く
な
っ

た
新
生
代
に
ク
ジ
ラ
な
ど
の
祖
先
が

水
中
で
の
生
活
に
適
応
し
、
現
在
も

水
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
脊
椎
動
物
の
さ
ま
ざ

ま
な
仲
間
が
、
陸
上
か
ら
再
び
水
中

生
活
に
適
応
し
て
い
っ
た
こ
と
を「
脊

椎
動
物
の
二
次
的
水
生
適
応
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
「
ア
ク
ア
・
キ
ン
グ

ダ
ム
」
は
こ
の
「
脊
椎
動
物
の
二
次

的
水
生
適
応
」
を
テ
ー
マ
に
、
脊
椎

動
物
の
進
化
の
中
で
水
中
生
活
に
適

応
し
た
動
物
を
展
示
し
、
そ
の
体
の

特
徴
や
生
態
を
さ
ま
ざ
ま
な
標
本
で

解
説
し
ま
す
。

　
展
示
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
は
、
史

上
最
大
の
肉
食
恐
竜
ス
ピ
ノ
サ
ウ
ル

ス
全
身
復
元
骨
格
で
す
。
最
新
研
究

に
よ
り
陸
上
で
は
四
足
歩
行
し
、
さ

ら
に
水
中
生
活
に
適
応
し
た
可
能
性

が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
昨

年
夏
に
当
館
で
開
催
し
た
「
恐
竜
博

２
０
１
６
」
で
は
最
新
研
究
に
基
づ

い
た
泳
い
で
い
る
姿
勢
で
展
示
し
ま

し
た
。
今
回
の
「
ア
ク
ア
・
キ
ン
グ

ダ
ム
」
で
こ
の
ス
ピ
ノ
サ
ウ
ル
ス
が

再
び
登
場
し
ま
す
。
泳
い
で
い
た
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
「
恐
竜

博
２
０
１
６
」
と
は
一
味
違
っ
た
展

示
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
史
上
最
大
の
魚
竜
シ
ョ
ニ

サ
ウ
ル
ス
の
頭
骨
復
元
も
展
示
し
ま

す
。
魚
竜
は
魚
の
よ
う
な
体
型
で
水

中
生
活
に
適
応
し
た
爬
虫
類
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
シ
ョ
ニ
サ
ウ
ル

ス
は
カ
ナ
ダ
で
見
つ
か
っ
た
推
定
全

長
約
21
メ
ー
ト
ル
に
な
る
魚
竜
で
、

頭
骨
だ
け
で
約
３
・
８
メ
ー
ト
ル
の

大
き
さ
で
す
。
こ
の
他
に
も
約
３
０

０
０
万
年
前
の
北
九
州
に
生
息
し
て

い
た
海
鳥
プ
ロ
ト
プ
テ
ル
ム
類
の
コ

ペ
プ
テ
リ
ク
ス
や
鯨
類
ヤ
マ
ト
ケ
タ

ス
の
実
物
化
石
も
特
別
公
開
し
ま
す
。

こ
の
２
種
の
実
物
化
石
は
学
名
（
種

の
名
前
）
を
付
け
る
元
に
な
っ
た
標

本
で
通
常
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
見
逃
さ
ず
、
地
元

北
九
州
か
ら
見
つ
か
っ
た
貴
重
な
標

本
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
以
外

に
も
哺
乳
類
の
ア
ザ
ラ
シ
、
爬
虫
類

の
海
ガ
メ
や
ワ
ニ
、
鳥
類
の
ペ
ン
ギ

ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
水
生
適
応
し
た

動
物
を
展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お

越
し
を
「
水
の
中
の
王
国
」
で
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

Information

泳いでいる姿勢のスピノサウルスに再び会える！（キャストはシカゴ大学の好意による）

史上最大の魚竜ショニサウルス頭骨復元は圧巻！

CulCultopicトピック
アクア・キングダム
北九州市立いのちのたび博物館　学芸員

大 橋 智 之  Tomoyuki Ohashi

アクア・キングダム
【会期】12月23日（土・祝）〜2018年2月25日（日）　
※会期中無休
※12月29日（金）〜1月1日（月・祝）は休館

【開館時間】午前9時〜午後5時（最終入館は午後4時30分まで）
【入場料】大人500円（400円）　高大生300円（240円）　小中生200円（160円）
（　）内は団体料金
常設展とのセット券、前売り券あり
詳細は、ホームページまたは博物館までお問い合わせください

【お問合せ】北九州市立いのちのたび博物館
093(681)1011　http://www.kmnh.jp/

10月31日（火）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
現
在
、
漫
画
家
・
竹
宮
惠
子
の
画

業
50
年
を
た
ど
る
展
覧
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
「
竹
宮
惠
子　
カ
レ
イ

ド
ス
コ
ー
プ-50th A

nniversary-｣

と
題
し
た
今
回
の
展
示
で
は
、
肉
筆

原
画
、
作
家
自
ら
が
手
掛
け
た
精
緻

な
複
製
原
稿
で
あ
る
「
＇原
画
（
ダ

ッ
シ
ュ
）
」
、
フ
ァ
ン
が
制
作
し
た

人
物
相
関
図
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
解
説
、

ク
レ
イ
ド
ー
ル
な
ど
も
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
竹
宮
の
書
斎
や
、
１

９
７
０
年
代
初
頭
に
萩
尾
望
都
ら
漫

画
家
仲
間
な
ど
と
と
も
に
暮
ら
し
て

い
た
ア
パ
ー
ト
「
大
泉
サ
ロ
ン
」
の

一
角
も
、
作
家
が
描
い
た
見
取
り
図

な
ど
か
ら
イ
メ
ー
ジ
再
現
を
試
み
ま

し
た
。

　
10
月
７
日
の
開
幕
日
に
は
作
家
が

来
場
し
、
ト
ー
ク
と
サ
イ
ン
会
を
行

い
ま
し
た
。
ト
ー
ク
で
は
活
動
初
期

か
ら
近
況
ま
で
、
フ
ァ
ン
を
前
に
活

動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
若
い
頃
は

自
分
の
漫
画
が
掲
載
さ
れ
た
と
し
た

ら
ど
ん
な
ペ
ー
ジ
構
成
に
な
る
だ
ろ

う
か
な
ど
と
思
案
し
な
が
ら
、
（
漫

画
の
構
成
の
）
勉
強
を
し
て
い
た
こ

と
。
作
家
活
動
の
中
で
、
向
か
い
風

に
思
わ
れ
る
も
の
が
竹
宮
自
身
に
は

原
動
力
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
り
、
常

に
新
し
い
も
の
に
出
会
っ
た
り
し
て

い
く
作
家
と
し
て
の
自
分
の
あ
り
よ

う
な
ど
、
長
い
50
年
が
歯
切
れ
の
良

い
口
調
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
竹
宮
は
20
代
の
一
時
期
、
作
品
を

発
表
し
続
け
る
も
の
の
、
ス
ラ
ン
プ

に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。
登
場
人
物
も

含
め
既
に
一
つ
の
明
瞭
な
形
を
と
っ

て
い
た
「
風
と
木
の
詩う

た

」
の
構
想
は
、

す
ぐ
に
は
編
集
部
の
理
解
が
得
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
、
少
女
漫
画

表
現
の
革
新
に
つ
な
が
っ
た
「
風
と

木
の
詩
」
は
、
76
年
の
『
週
刊
少
女

コ
ミ
ッ
ク
』
で
の
発
表
ま
で
に
数
年

を
要
し
ま
し
た
。
今
回
展
示
し
て
い

る
「
風
と
木
の
詩
」
の
創
作
ク
ロ
ッ

キ
ー
ノ
ー
ト
は
、
連
載
開
始
と
な
る

随
分
前
に
描
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
も

の
で
す
。
冒
頭
は
掲
載
さ
れ
た
１
話

目
と
同
じ
コ
マ
割
り
で
構
成
し
て
あ

り
、
作
品
の
原
型
が
見
て
取
れ
る
１

冊
で
す
。

　
竹
宮
は
「
天
馬
の
血
族
」
と
い
う

長
期
連
載
作
品
が
終
了
し
た
後
、
２

０
０
０
年
か
ら
京
都
精
華
大
学
マ
ン

ガ
学
科
に
教
授
と
し
て
、
14
年
か
ら

は
学
長
と
し
て
、
石
ノ
森
章
太
郎
な

ど
を
は
じ
め
漫
画
の
先
達
者
た
ち
に

よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
技
術
や
精
神

を
伝
え
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

「
風
と
木
の
詩
」
の
構
想
の
聞
き
役

と
も
な
り
、
「
変
奏
曲
」
シ
リ
ー
ズ

の
原
作
者
で
あ
る
増
山
法
恵
な
ど
の

理
解
者
に
も
恵
ま
れ
な
が
ら
、
心
を

こ
め
て
描
き
続
け
て
き
た
竹
宮
惠
子

の
展
覧
会
に
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

竹
宮
惠
子　

カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ

-50th A
nniversary- 

の
み
ど
こ
ろ

Information

書斎イメージ

『地球（テラ）へ…』＆SFコーナーより
hiroba
漫画

漫画と北九州
北九州市漫画ミュージアム　学芸員

柴 田 沙 良  Sara Shibata

【会場】
北九州市漫画ミュージアム企画展示室
(あるあるCity5F)

【開催期間】
10月7日（土）〜12月10日(日)

【開館時間】
午前11時〜午後7時
(入館は午後6時30分まで)

【休館日】
毎週火曜日
年末年始（12月31日〜１月２日）

【入館料】
一般800円　中高生400円　小学生200円
※小学生未満無料
※�詳しくは北九州市漫画ミュージアムの

ホームページをご覧ください
http://www.ktqmm.jp/　

【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　
093(512)5077

竹宮惠子　カレイドスコープ-50th Anniversary-

11月10日（金）AMが【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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美
術
館
本
館
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
・
オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
「
ザ
・

ベ
ス
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
︱
丘
の
上

の
双
眼
鏡
」
と
題
し
、
印
象
派
、
浮

世
絵
か
ら
現
代
ア
ー
ト
ま
で
多
岐
に

わ
た
る
当
館
の
名
品
を
一
堂
に
紹
介

す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
開
催
し
ま

す
。

○
丘
の
上
の
双
眼
鏡

　
北
九
州
市
立
美
術
館
は
、
建
築
家

・
磯
崎
新
の
設
計
に
よ
り
、
西
日
本

に
お
け
る
大
規
模
な
公
立
美
術
館
の

先
駆
け
と
し
て
１
９
７
４
年
に
開
館

し
ま
し
た
。
戸
畑
区
と
八
幡
東
区
の

境
に
あ
る
高
見
丘
陵
に
、
２
本
の
筒

（
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
）
が
迫
り

出
し
た
特
徴
的
な
外
観
は
「
丘
の
上

の
双
眼
鏡
」
と
も
呼
ば
れ
、
長
く
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
美
術
館
の
前

身
で
あ
る
八
幡
市
立
美
術
工
芸
館（
１

９
５
８
年
開
館
）
時
代
か
ら
数
え
半

世
紀
以
上
に
わ
た
り
収
集
活
動
を
続

け
、
現
在
は
約
７
５
０
０
点
を
所
蔵

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
寺
田
政

明
、
浜
田
知
明
、
田
淵
安
一
ら
西
日

本
ゆ
か
り
の
作
家
か
ら
、
ド
ガ
（
図

１
）
、
モ
ネ
、
ス
テ
ラ
な
ど
海
外
の

近
現
代
美
術
、
国
内
外
の
版
画
作
品

な
ど
幅
広
く
収
集
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
当
館
の
数
あ
る
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の

作
品
約
１
０
０
点
を
紹
介
し
ま
す
。

○
新
収
蔵
作
品
の
初
公
開

　
ま
た
、
今
回
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

で
は
、
ク
ワ
ク
ボ
リ
ョ
ウ
タ
、
青
木

野
枝
ら
近
年
に
新
収
蔵
さ
れ
た
作
品

を
初
公
開
し
ま
す
。
青
木
野
枝
は
、

国
際
瀧
冨
士
美
術
賞
や
中
原
悌
二
郎

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
国
内
外
の
第

一
線
で
活
躍
を
続
け
る
彫
刻
家
で
す
。

２
０
１
０
年
に
開
催
さ
れ
た
「
街
じ

ゅ
う
ア
ー
ト
ｉ
ｎ
北
九
州
２
０
１
０

︱
産
芸
も
の
が
た
り
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

創
を
考
え
る
会
・
北
九
州
主
催
）
で

は
、門
司
赤
煉
瓦
プ
レ
イ
ス
内
で《
蒸

気
管
／
門
司
》
を
発
表
す
る
な
ど
、

北
九
州
と
ゆ
か
り
の
深
い
作
家
で
す
。

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン

に
合
わ
せ
、
本
作
を
《
蒸
気
管
／
門

司
︱
戸
畑
》
と
改
題
・
現
地
で
再
制

作
し
、
本
館
中
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

常
設
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１

５
年
に
本
館
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ー

ト
・
オ
ブ
・
メ
モ
リ
ー
」
展
を
機
に

収
蔵
し
た
ク
ワ
ク
ボ
リ
ョ
ウ
タ
の
代

表
作
《
10
番
目
の
感
傷
（
点
・
線
・

面
）
》
（
図
2
）
、plaplax

《
石

こ
ろ
の
カ
チ
ナ
》
（
１
月
16
日
か
ら

展
示
）や
、分
館
で
開
催
さ
れ
た「
築

城
則
子
」
展
（
２
０
１
４
年
）
の
出

品
作
、《
小
倉
縞
木
綿
帯
芳
福
》（
前

期
展
示
）
な
ど
、
自
主
企
画
展
開
催

に
合
わ
せ
て
収
集
さ
れ
た
現
代
作
家

の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

○guest room
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ま
た
、
所
蔵
作
家
に
限
ら
ず
注
目

の
新
鋭
作
家
を
招
待
展
示
す
る

「guest room

」
も
1
月
4
日
か

リニューアル・オープン記念
ザ・ベスト・コレクション

―丘の上の双眼鏡

Event
《学芸員によるギャラリートーク》
【日時】12月16日（土）
1月20日（土）　2月17日(土)
午後２時から

【場所】展覧会場内
※�申し込み不要、ただし本展観覧料が必

要です

図2　クワクボリョウタ《10番目の感傷（点・線・面）》
2010年 当館蔵　撮影：木奥恵三　写真提供：NTT
インターコミュニケーション・センター [ICC]　
※前期展示

図1　エドガー・ドガ《マネとマネ夫人像》
1868〜69年頃　当館蔵

ら
同
時
開
催
し
ま
す
。
２
回
目
と
な

る
今
回
は
、
心
霊
現
象
や
神
秘
主
義

を
主
な
テ
ー
マ
に
活
動
す
る
冨
安
由

真
（
図
3
）
を
特
集
し
ま
す
。
信
仰

や
祈
り
と
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
精

神
世
界
を
モ
チ
ー
フ
に
、
本
展
に
合

わ
せ
て
制
作
さ
れ
た
新
作
を
含
む
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
と
併
せ
、

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

Information

ザ・ベスト・コレクション―丘の上の双眼鏡
【会期】
前期：11月3日（金・祝）〜12月28日（木）
後期：2018年1月4日（木）〜3月18日（日）

【観覧料】
一般150(120)円　高大生100(80)円　小中生50(40)円
※（　）内は20名以上の団体料金
障害者手帳、年長者施設利用証（北九州市交付のもの）を
提示の方は無料

【お問合せ】093(882)7777

図3　冨安由真《Room of Absence》
2016年（一部）＊1

※掲載作品はすべて当館蔵（＊1を除く）

hiroba
美術

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

清 田 幸 枝 Yukie Kiyota

5

月日（）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



　
文
学
館
で
は
、
現
在
入
手
し
づ
ら

い
北
九
州
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
を

収
め
た
文
学
館
文
庫
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
第
12
巻
は
『
伊い

馬ま

春は
る

部べ

作
品

集
』
（
11
月
１
日
刊
行
）
で
す
。
伊

馬
春
部
（
本
名
・
髙
﨑
英
雄
）
は
、

鞍
手
郡
木
屋
瀬
町
（
現
・
八
幡
西
区

木
屋
瀬
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
鞍
手

中
学
校
（
現
・
鞍
手
高
等
学
校
）
か

ら
國
學
院
大
學
に
進
み
、
折お

り

口く
ち

信し
の
ぶ夫

（
釈

し
ゃ
く

迢ち
ょ
う

空く
う

）、金
田
一
京
助
な
ど
に
師

事
し
ま
す
。
大
学
卒
業
後
は
、
ム
ー

ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
新
宿
座
（
以
下
Ｍ

・
Ｒ
と
表
記
）
、
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
（
現
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
な
ど
で
脚
本
家
、
放
送
作

家
と
し
て
活
躍
。
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ

放
送
の
黎れ

い

明め
い

期き

を
支
え
そ
の
歴
史
に

名
を
刻
み
ま
し
た
。
今
回
は
、
文
庫

本
に
収
録
し
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
Ⅰ　
脚
本
、
小
説

　
「
桐
の
木
横
町
」（
１
９
３
３
（
昭

和
８
）
年
９
月
、
Ｍ
・
Ｒ
初
演
）
は
、

32
（
昭
和
７
）
年
２
月
か
ら
Ｍ
・
Ｒ

の
文
芸
部
員
と
し
て
脚
本
を
書
い
て

い
た
伊
馬
春
部
（
当
時
の
筆
名
は
伊

馬
鵜
平
）
を
人
気
作
家
に
押
し
上
げ

た
作
品
で
す
。
桐
の
木
の
あ
る
横
町

に
住
む
職
業
の
異
な
る
５
軒
の
住
人

た
ち
の
日
常
を
描
き
大
ヒ
ッ
ト
し
ま

し
た
。
「
か
げ
ろ
ふ
は
春
の
け
む
り

で
す
」
（
34
（
昭
和
９
）
年
３
月
、

Ｍ
・
Ｒ
初
演
）
は
、
近
所
同
士
の
２

家
族
が
子
ど
も
の
受
験
を
め
ぐ
っ
て

巻
き
起
こ
す
騒
動
を
描
き
ま
す
。
日

常
の
描
写
の
な
か
に
社
会
や
人
間
へ

の
風
刺
を
織
り
込
み
、
ウ
イ
ッ
ト
に

富
ん
だ
伊
馬
の
作
風
は
「
ム
ー
ラ
ン

調
」
と
呼
ば
れ
、
学
生
や
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
中
心
に
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

　
ユ
ー
モ
ア
小
説
「
レ
ヴ
ュ
ウ
男
爵

座
」
（
36
（
昭
和
11
）
年
３
月
）
は
、

劇
場
「
ク
ラ
ゴ
・
ノ
ン
サ
ナ
ミ
座
」

の
脚
本
家
・
小
牧
が
友
人
の
頼
み
で
、

男
爵
家
の
「
持
て
あ
ま
し
者
」
の
次

男
を
役
者
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
よ

う
と
奮
闘
す
る
物
語
。
Ｍ
・
Ｒ
で
活

躍
し
た
伊
馬
な
ら
で
は
の
笑
い
と
風

刺
の
き
い
た
作
品
で
す
。

　
「
夕ゆ

う

餉げ

前ま
え

」
（
40
（
昭
和
15
）
年

４
月
13
日
放
送
）
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
実

験
放
送
さ
れ
た
国
内
初
の
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
で
す
。
12
分
間
と
い
う
短
い
放

送
時
間
で
し
た
が
、
当
時
の
照
明
の

悪
事
情
か
ら
、
熱
さ
で
着
て
い
る
も

の
が
焼
け
焦
げ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
残
り
ま
す
。

　
「
屛び

ょ
う
ぶ風
の
女
」
（
52
（
昭
和
27
）

年
１
月
４
日
放
送
）
は
、
伊
馬
の
ラ

ジ
オ
ド
ラ
マ
の
中
で
も
最
高
傑
作
の

一
つ
と
言
わ
れ
ま
す
。
51（
昭
和
26
）

年
、
折
口
に
同
行
し
金
沢
市
南
郊
に

あ
る
鶴
来
町
（
現
・
白
山
市
）
の
旧

家
に
泊
ま
っ
た
折
に
材
を
得
た
作
品

で
す
。
万
年
筆
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
、

宿
の
屛
風
の
破
れ
に
貼
っ
て
あ
っ
た

雑
誌
の
口
絵
か
ら
抜
け
出
て
き
た
女

と
話
し
、
夢
と
も
現う

つ
つ
と
も
つ
か
な
い

体
験
を
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
海
外

で
も
高
く
評
価
さ
れ
ド
イ
ツ
語
な
ど

に
翻
訳
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
戦
後
の
お
茶
の
間
に
笑
い

を
届
け
た
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
「
向
う
三

軒
両
隣
り
」
を
写
真
資
料
で
紹
介
し

ま
す
。
こ
の
作
品
は
、47
（
昭
和
22
）

年
７
月
１
日
か
ら
53
（
昭
和
28
）
年

４
月
10
日
ま
で
、
全
１
３
７
７
回
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
。
八
住
利
雄
、
伊
馬

春
部
、
北
條
誠
、
山
本
嘉
次
郎
（
の

ち
、
北
村
寿
夫
に
交
代
）
が
、
一
週

ご
と
の
輪
番
で
脚
本
を
書
き
ま
し
た
。

本
書
に
は
第
１
回
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

台
本
か
ら
、
伊
馬
の
書
い
た
「
坂
東

家
」
の
部
分
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
Ⅱ　
随
筆

　
「
悲
劇
名
詞
」
、
「
七
顚て

ん

八
倒
」
、

「
あ
る
反
省
」、「
鉄
か
ぶ
と
の
頃
」
、

「
〝
ぴ
の
ち
お
〟
の
青
春
」
、
「
斜

陽
ノ
ー
ト
の
こ
と
」
は
、
太
宰
治
と

の
親
交
の
深
さ
を
物
語
る
随
筆
で
す
。

そ
の
他
、
恩
師
折
口
信
夫
へ
の
追
悼

と
し
て
書
か
れ
た
「
身
辺
の
こ
と
二

三
」
、
國
學
院
大
學
時
代
に
親し

ん

炙し
ゃ

し

た
金
田
一
京
助
の
穏
や
か
な
人
と
な

り
が
う
か
が
わ
れ
る
「
想
い
出
の
春

風
駘た

い

蕩と
う

」
、
井
伏
鱒
二
と
の
出
会
い

と
交
流
を
書
い
た
「
朽
助
以
後
の
こ

と
」
な
ど
、
伊
馬
が
師
と
し
て
尊
敬

す
る
人
々
に
ま
つ
わ
る
随
筆
を
収
め

ま
し
た
。
「
土
手
の
見
物
人
」
は
、

伯
父
阿
部
王
樹
ら
と
出
か
け
た
帰
り

道
、
乗
っ
て
い
た
車
が
土
手
か
ら
転

が
り
落
ち
大
け
が
を
負
っ
た
出
来
事

を
書
い
て
い
ま
す
。
け
が
で
動
け
ず

助
け
を
待
つ
ま
で
の
間
、
土
手
の
上

か
ら
自
分
た
ち
を
見
下
ろ
す
人
々
を

カ
メ
ラ
に
収
め
た
か
っ
た
と
し
き
り

に
悔
や
む
伊
馬
。
友
人
か
ら「
写
魔
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
カ
メ
ラ
好
き
だ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
す
。

　
巻
末
に
は
、
親
族
で
木
屋
瀬
在
住

の
梅
本
靜
一
さ
ん
に
よ
る
、
伊
馬
の

文
学
的
ル
ー
ツ
や
家
系
（
阿
部
家
）

を
た
ど
っ
た
寄
稿
、
『
や
さ
し
い
昭

和
の
時
間
︱
劇
作
家
・
伊
馬
春
部
』

の
著
者
桟
比
呂
子
さ
ん
に
よ
る
、
作

品
解
説
を
収
録
し
ま
し
た
。

　
文
庫
本
は
、
文
学
館
お
よ
び
ブ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
ク
エ
ス
ト
小
倉
本
店
で

販
売
し
て
い
ま
す
（
税
込
１
０
０
０

円
）
。
劇
作
家
、
放
送
作
家
と
し
て

昭
和
期
を
駆
け
抜
け
た
伊
馬
春
部
の

作
品
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
手
に

取
っ
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

Information
北九州市立文学館
北九州市小倉北区城内4の1
093(571)1505

【開館時間】午前9時30分〜午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【休館日】月曜日、12月29日（金）〜1月3日（水）
【入館料】一般200円　中高生100円
小学生50円
年間パスポート   一般400円   中高生200円　
小学生100円

文
学
館
文
庫
⑫『
伊
馬
春
部
作
品
集
』の
紹
介

伊馬春部（1908 〜 84年）
ラジオドラマ「本日は晴天なり」収録のスタ
ジオにて　1954（昭和29）年4月　個人蔵

『伊馬春部作品集』 hiroba
文芸

ようこそ文学館へ
北九州市立文学館　学芸員

小　野　　恵 Megumi Ono
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『
海
峡
演
劇
祭
』
が
今
年
も
開
催

さ
れ
る
。
期
間
は
12
月
２
日
か
ら
23

日
ま
で
。
関
門
海
峡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
海
峡
ド
ラ
マ
シ
ッ
プ
）
多
目
的
ホ

ー
ル
に
て
。
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
以
下

の
通
り
。

▽
ぐ
に
ゃ
り

『
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
』
（
作
・
演
出
：

谷
岡
紗
智
／
12
月
２
日
）

▽
だ
ら
く
舘

独
り
芝
居　
芸
人
列
伝　
第
三
伝

『
贋が

ん

作さ
く

・
ミ
ス
ワ
カ
ナ
』
（
作
・
演

出
：
秋
山
豊
／
12
月
９
日
・
10
日
）

▽
海
峡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

朗
読　
貝
原
浩
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
ス

ケ
ッ
チ
『
風
し
も
の
村
』
（
構
成
・

演
出
：
た
に
せ
み
き
／
12
月
16
日
）

▽
映
画
『
隣
人
の
ゆ
く
え
』

上
映
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
（
監
督
：
柴

口
勲
／
12
月
23
日
）

（
開
演
時
間
、
入
場
料
金
等
は
、
演

劇
祭
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
き
た
い
。

http://t-etc.net/kaikyo_
engekisai.htm

）

　
こ
の
演
劇
祭
は
、
毎
年
一
つ
の
テ

ー
マ
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
沿
っ
た
作
品

が
上
演
さ
れ
る
の
が
特
徴
。
今
年
は

〝
生
き
る
と
い
う
こ
と
で
の
闘
い
〟

で
あ
る
。

　
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
度
の
九

州
戯
曲
賞
を
受
賞
し
た
谷
岡
紗
智
が

率
い
る
劇
団
「
ぐ
に
ゃ
り
」
の
新
作

を
皮
切
り
に
、
興
味
深
い
作
品
が
並

ん
で
い
る
。

　
「
だ
ら
く
舘
」
の
〝
贋
作
〟
シ
リ

ー
ズ
は
、
時
代
と
共
に
生
き
た
芸
人

た
ち
の
人
生
の
明
暗
を
一
人
芝
居
で

表
現
し
た
も
の
だ
。
１
９
５
０
年
代

に
一
世
を
風ふ

う

靡び

し
た
芸
人
、
ト
ニ
ー

谷
や
、
〝
伝
説
の
ス
ト
リ
ッ
パ
ー
〟

一
条
さ
ゆ
り
な
ど
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

が
あ
る
中
、
今
回
は
昭
和
の
初
め
か

ら
戦
中
を
駆
け
抜
け
た
漫
才
師
、
ミ

ス
ワ
カ
ナ
を
描
い
た
作
品
を
上
演
す

る
。

　
そ
れ
に
続
く
「
海
峡
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
よ
る
『
風
し
も
の
村
』
の
朗

読
は
ま
さ
に
こ
の
演
劇
祭
で
し
か
見

ら
れ
な
い
座
組
だ
。

　
興
味
深
い
の
は
「
劇
団
青
春
座
」

で
活
躍
し
、
退
団
後
も
、
中
学
校
演

劇
部
の
指
導
、
朗
読
、
そ
し
て
最
近
、

演
劇
集
団
「
九
州
：
役
者
組
」
を
立

ち
上
げ
る
な
ど
、
幅
広
い
演
劇
活
動

を
続
け
て
い
る
江
口
之
章
と
、
「
演

劇
作
業
室　
紅
生
姜
」
の
野
口
和
夫

と
い
う
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
。
ま
た
、

演
奏
で
参
加
す
る
谷
本
仰
に
〝
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
他
〟
と
い
う
〝
他
〟
の
た

だ
し
書
き
が
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
タ
ン
ゴ
、
イ
ン
プ
ロ

ヴ
ィ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
、
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
と
エ
レ
キ
の
２
種
類
の
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
の
み
な
ら
ず
、
身
の
回

り
の
も
の
を
駆
使
し
、
楽
器
と
し
て

演
奏
す
る
彼
が
、
ど
の
よ
う
に
朗
読

に
絡
ん
で
い
く
の
か
、
期
待
が
ふ
く

ら
む
。

　
貝
原
浩
の
『
風
し
も
の
村
』
の
原

画
を
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
か
な
り

大
判
な
、
細
か
く
丁
寧
に
書
き
込
ま

れ
た
迫
力
の
あ
る
絵
だ
っ
た
。
今
回

は
ご
遺
族
の
許
可
を
得
て
作
成
し
た

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
共
に
朗
読
が
行

わ
れ
る
と
の
こ
と
。
美
術
好
き
の
方

に
も
ぜ
ひ
お
勧
め
し
た
い
。

　
ト
リ
を
飾
る
の
は
、
映
画
監
督
、

柴
口
勲
が
、
梅
光
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
の
生
徒
と
一
緒
に
製
作
し
た

映
画
『
隣
人
の
ゆ
く
え
』
で
あ
る
。

両
親
が
離
婚
し
て
、
気
持
ち
が
不
安

定
に
な
っ
て
い
る
女
子
高
生
が
、
あ

る
日
、
学
校
の
古
い
校
舎
で
練
習
を

し
て
い
る
〝
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
部
〟
に

出
会
う
。
生
き
生
き
と
し
て
、
そ
れ

で
い
て
ど
こ
か
儚は

か
な
げ
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
部
の
少
女
た
ち
と
主
人
公
の
女
子

高
生
の
ひ
と
夏
の
日
々
を
描
い
た
こ

の
映
画
は
、
作
曲
や
振
り
付
け
、
撮

影
も
生
徒
が
行
っ
た
結
果
、
そ
の
素

人
な
ら
で
は
の
〝
ぶ
れ
〟
が
内
容
と

う
ま
く
マ
ッ
チ
し
た
〝
美
し
く
て
、

そ
し
て
少
し
恐
ろ
し
い
〟
作
品
と
な

っ
て
い
る
。

　
非
常
に
個
人
的
な
感
想
で
は
あ
る

が
、
「
海
峡
演
劇
祭
」
は
、
コ
ン
テ

ン
ツ
の
多
様
性
を
楽
し
む〝
お
祭
り
〟

で
は
な
く
、
複
数
の
作
品
を
観み

て
、

そ
の
中
か
ら
観
客
自
身
が
〝
縦
糸
〟

を
発
見
す
る
催
し
で
あ
る
と
思
う
。

　
真
摯
に
生
き
る
こ
と
も
ま
た
、
世

の
中
の
〝
理
不
尽
〟
と
戦
う
一
つ
の

方
法
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
思
い
を
込
め
て
掲
げ
ら
れ
た
〝
生

き
る
と
い
う
こ
と
で
の
闘
い
〟
。
こ

の
テ
ー
マ
が
、
４
本
の
作
品
を
ど
う

結
ん
で
い
る
の
か
、
実
際
に
会
場
で

確
か
め
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

海峡演劇祭2017

『贋作・ミスワカナ』

『隣人のゆくえ』

hiroba
演劇

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

おおつか えみこ  Emiko Otsuka
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10月31日（火）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



　
日
本
で
は
、
老
若
男
女
幅
広
い
読

者
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
漫
画
作
品

が
、
日
々
発
表
さ
れ
つ
づ
け
て
い
ま

す
。
扱
う
テ
ー
マ
や
物
語
の
舞
台
も

多
様
で
す
し
、
私
た
ち
が
普
段
慣
れ

親
し
ん
だ
も
の
の
見
方
と
は
異
な
る

視
点
か
ら
描
か
れ
た
作
品
も
多
く
、

自
分
が
「
普
通
」
「
常
識
」
だ
と
思

っ
て
い
る
世
界
の
外
側
に
、
広
大
で

豊
か
な
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
に
、
驚
か
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
す
。

　
自
由
で
多
様
な
漫
画
の
世
界
で
す

が
、
実
は
目
に
は
付
き
づ
ら
い
部
分

で
、
け
っ
こ
う
厳
し
い
束
縛
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
表
現
の「
型
」

と
も
言
う
べ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
決
ま

り
ご
と
で
す
。
例
え
ば
、
日
本
の
漫

画
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
、
ペ
ー
ジ
の
右

上
か
ら
左
下
に
向
か
っ
て
進
行
す
る

よ
う
に
描
か
れ
ま
す
。
漫
画
雑
誌
を

含
め
た
雑
誌
全
般
が
、
文
字
を
縦
書

き
に
し
て
ペ
ー
ジ
を
右
で
綴と

じ
る
形

態
で
あ
る
こ
と
が
元
々
の
理
由
で
し

ょ
う
が
、
書
き
下
ろ
し
単
行
本
の
形

で
発
表
さ
れ
る
作
品
も
こ
の
規
則
に

従
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
人
に
と
っ

て
そ
の
「
型
」
が
一
番
読
み
や
す
い

か
ら
で
し
ょ
う
。

　
昨
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
北
九

州
国
際
漫
画
大
賞
」
（
図
１
）
は
、

４
コ
マ
漫
画
の
公
募
コ
ン
テ
ス
ト
で
、

海
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ

り
ま
す
。
今
年
度
の
第
２
回
も
、
総

計
１
０
６
０
点
の
応
募
作
品
の
う
ち
、

４
３
３
点
が
海
外
か
ら
の
応
募
で
し

た
。
募
集
規
定
と
し
て
は
「
コ
マ
４

つ
で
構
成
さ
れ
１
ペ
ー
ジ
に
ま
と
ま

っ
た
作
品
」
が
条
件
で
、
ど
う
い
う

形
で
ペ
ー
ジ
を
４
コ
マ
分
に
区
切
る

か
は
あ
え
て
定
め
て
い
ま
せ
ん
。
日

本
の
新
聞
４
コ
マ
の
よ
う
に
縦
に
４

コ
マ
つ
な
げ
る
の
か
、
「
田
」
の
字

形
に
区
切
る
の
か
、
そ
れ
と
も
コ
マ

の
大
き
さ
に
変
化
を
つ
け
る
の
か
…
…

日
本
の
「
型
」
に
必
ず
し
も
と
ら
わ

れ
な
い
自
由
な
発
想
を
求
め
て
の
こ

と
で
す
。

　
第
２
回「
北
九
州
国
際
漫
画
大
賞
」

の
審
査
結
果
は
12
月
上
旬
に
発
表
予

定
で
、
入
賞
作
品
を
中
心
と
し
た
作

品
展
を
、
12
月
23
日
（
土
・
祝
）
か

ら
開
催
の
「
北
九
州
国
際
漫
画
祭
２

０
１
７
」
に
て
行
い
ま
す
。
外
国
語

で
の
応
募
作
品
は
、
も
ち
ろ
ん
日
本

語
訳
を
付
け
て
展
示
し
ま
す
。
日
本

国
内
か
ら
の
応
募
作
と
合
わ
せ
て
眺

め
る
と
、
言
語
の
違
い
と
は
別
に
、

日
本
の
４
コ
マ
に
は
や
は
り
一
定
の

「
型
」
が
あ
り
、
そ
の
「
型
」
に
と

ら
わ
れ
な
い
新
鮮
な
面
白
さ
が
海
外

か
ら
の
作
品
に
あ
る
こ
と
を
、
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
「
国
際
漫
画
祭
」
で
は
「
漫
画
大

賞
」
公
募
作
品
の
他
に
も
、
国
・
地

域
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
を
持
つ

海
外
の
漫
画
文
化
を
展
示
し
ま
す
が
、

中
で
も
注
目
は
台
湾
の
漫
画
。
特
に
、

台
湾
の
歴
史
や
文
化
を
テ
ー
マ
と
す

る
漫
画
作
品
を
主
に
取
り
上
げ
ま
す
。

例
え
ば
張

ち
ょ
う

季き

雅や

の『
異い

人じ
ん

茶ち
ゃ

跡せ
き

』（
図

２
）
は
、
台
湾
土
産
の
定
番
で
あ
る

「
烏
龍
茶
」
を
、
新
た
な
特
産
輸
出

品
と
し
て
開
発
し
普
及
さ
せ
た
２
人

の
人
物
の
奮
闘
を
描
き
ま
す
。
１
人

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
冒
険
家
。

１
人
は
清
国
福
建
省
出
身
の
貿
易
商
。

Information
北九州国際漫画祭2017

【会場】北九州市漫画ミュージアム　企画展示室
（あるあるCity5F）
【開催期間】12月23日（土・祝）〜2018年1月21日（日）
【開館時間】午前11時〜午後7時
（入館は午後6時30分まで）
【休館日】12月31日（日）～1月2日（火）、1月9日（火）・
16日（火）

【入館料】無料
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　
093(512)5077

図１　第１回「北九州国際漫画大賞」海外部門賞受賞作品　
ナム・ジョンフン『音楽家の妻』／韓国

台
湾
は
、
福
建
省
出
身
の
貿
易
商
・

鄭て
い

成せ
い

功こ
う

が
オ
ラ
ン
ダ
と
闘
っ
て
台
湾

を
独
立
さ
せ
、
後
に
清
国
に
併
合
さ

れ
た
と
い
う
複
雑
な
歴
史
を
持
ち
ま

す
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
国
際
色
豊
か
な

物
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
チ
ェ
コ

共
和
国
や
、
カ
ナ
ダ
の
フ
ラ
ン
ス
語

圏
で
あ
る
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
漫
画
作
品

な
ど
も
展
示
す
る
予
定
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
国
・
地
域
の
漫
画
が
持
っ
て

い
る
、日
本
と
は
ま
た
異
な
る
「
型
」

や
、
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
、
私
た
ち

の
固
定
観
念
の
外
側
に
あ
る
豊
か
な

世
界
の
広
が
り
を
、
ぜ
ひ
感
じ
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

図２　張季雅『異人茶跡』
（原著：台湾・蓋亞文化、
翻訳：コミックカタパルト）

Ⓒ張季雅/蓋亞文化/Comic Catapult
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北九州国際漫画祭2017
〜第２回「北九州国際漫画大賞」作品展や台湾漫画展など〜

専門研究員　表　智之  Tomoyuki Omote

北九州市漫画ミュージアム
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特集
北九州市漫画ミュージアム

演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜ようこそ文学館へ
美術｜美術館へ行こう ！

漫画｜漫画と北九州
Topic｜北九州市立いのちのたび博物館

音楽｜いろはにぴあの

かるかるCulCul
思
い
を
つ
な
げ
る
。

11月10日（金）AMが【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。


